
税務署での確定申告の相談を税務署での確定申告の相談を
ご検討の方へご検討の方へ

令和7年1月6日（月）から2月14日（金）までは、税務署内に確定申告会場はありません。

相談を希望される方は、令和7年2月17日（月）から3月17日（月）までの確定申告期
間中に、確定申告会場へお越しください。

※2月14日（金）以前は、確定申告会場を設けていない

ため、所得税・個人消費税・贈与税の申告相談に予約な

くお越しいただいても対応できませんのでご了承くだ

さい。

※確定申告会場への入場には入場整理券が必要です。国税

庁LINE公式アカウントを通じたオンラインでの事前発

行がスムーズです。

【お問い合わせ先】松本税務署　個人課税第1部門　TEL39-3261　

編集　筑北村議会だより編集委員
〒399-7501
長野県東筑摩郡筑北村西条4195番地
電話　0263-66-2111
FAX　0263-66-3370

今回の内容
●９月定例会一般質問
●審議事項及び結果

令和6年11月21日発行
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一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
村
長
な

ど
の
執
行
機
関
に
対
し
、
所
信
や
疑

問
を
た
だ
す
こ
と
、
あ
る
い
は
報
告

や
説
明
を
求
め
る
も
の
で
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
結
果
と
し
て
「
現
行
の
政

策
変
更
」
や
「
新
規
政
策
を
採
用
」

さ
せ
る
な
ど
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

各
議
員
が
特
に
お
伝
え
し
た
い
内

容
に
絞
っ
て
登
壇
順
（
質
問
順
）
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

村
の
考
え
を
問
う

村
の
考
え
を
問
う

一
般
質
問

一
般
質
問

10人の議員が発言…9月定例会10人の議員が発言…9月定例会
登壇順

（質問順） ～質問内容～ 議員名

１ １．村長の公約「６つの政策」の達成状況
窪寺　　務
（p22）

２

１．ふるさと納税の来年 10 月からのルール見直しについて
２．松くい虫被害対応と森林整備事業の進捗状況について
３．若者向け定住促進住宅西条団地問合せ状況について
４．坂井地域デマンドバス実証実験について
５．行政懇談会について

小山　正博
（p22）

３

１．今後の防災計画について
２．若者定住住宅について
３．ほっとステイについて
４．音楽系の合宿について

玉井　玲子
（p23）

４
１．AED（自動体外式除細動器）について 
２．ふれあい広場整備について

藤原　孝一
（P23）

５

１．旧筑北小学校跡地利用現況について
２．令和５年度決算について
３. 区要望事項対応書について
４．工業団地計画の現況について
５．農業の地域計画の進捗状況について

吉池　昌昭
（p24）

６
１．「村政課題」情報共有による、チーム筑北としての対応ついて
２．筑北スマートインターチェンジ開通後の検証及び施策について

宮下　敏彦
（p24）

７
１．サッカーホームタウン制度登録へ向けての進捗について
２．工業団地の進捗について
３．若者定住促進住宅について

山田　直幸
（p25）

８
１．当村の脱炭素政策は？
２．移住者のためのルール作りについて
３．社協主催のこども食堂について

櫻井　新一
（p25）

9

１．DX の進捗状況と検証などについて
２．「地域活性化企業人」について
３．工業団地構想誘致活動について
４．財政運営について

勝田　　昇
（p26）

10
１．「マイナ保険証」の普及と利用促進について
２. 認知症の方に寄り添った地域社会の構築について
３．地域共生社会の構築を目指した就労、貢献活動支援について

一之瀬茂幸
（p26）

議長　鎌
かまだ

田 欣
よしこ

子

【
い
ざ
】に
備
え
る

　
　
　
　
　
救
急
講
習
会
開
催

　

こ
ん
に
ち
は

　
　
　
　

麻
績
消
防
署
で
す
。

突
然
の
心
停
止
か
ら
の
救
命
に
は

心
肺
蘇
生
法
と
A
E
D
に
よ
る
迅
速

な
電
気
シ
ョ
ッ
ク
が
必
要
不
可
欠
で

す
。
多
く
の
方
が
A
E
D
と
い
う
言

葉
を
知
り
、
街
中
で
多
く
の
A
E
D

を
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
未
だ
に
倒
れ
る
と
こ
ろ

を
目
撃
さ
れ
た
心
停
止
の
方
に
対
し

て
A
E
D
を
使
っ
て
電
気
シ
ョ
ッ
ク

が
な
さ
れ
る
割
合
は
数
%
に
す
ぎ
ま

せ
ん
。

A
E
D
が
現
場
に
あ
れ
ば
、
電
気

シ
ョ
ッ
ク
の
必
要
性
を
判
断
し
、
救

命
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
す
。

も
っ
と
多
く
の
ケ
ー
ス
に
心
肺
蘇

生
法
が
な
さ
れ
、A
E
D
を
使
っ
て
、

も
っ
と
多
く
の
命
が
救
わ
れ
る
社
会

を
目
指
し
て
、知
識
だ
け
で
は
な
く
、

救
命
の
た
め
の
行
動
を
起
こ
す
こ
と

の
大
切
さ
を
み
ん
な
で
考
え
る
た
め

に
講
習
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
?【

い
ざ
】
と
い
う
時
に
行
動
で
き

る
た
め
に
、
ぜ
ひ
応
急
手
当
て
の
こ

と
を
知
っ
て
く
だ
さ
い
。

❖
日　

時

　

令
和
6
年
12
月
7
日

　
　
　
　

9
時
か
ら
12
時【
3
時
間
】

❖
内　

容

　

普
通
救
命
講
習
会
【
成
人
対
象
】

❖
場　

所

　

麻
績
村
麻
3
8
3
6
番
地

　

麻
績
村
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　

第
3
・
第
4
研
修
室

❖
受
講
申
し
込
み

　

麻
績
消
防
署　

☎
67
―
2
9
9
2

　

明
科
消
防
署　

☎
62
―
2
9
9
2

❖
募
集
定
員

　

30
名

麻
績
消
防
署
か
ら
の

麻
績
消
防
署
か
ら
のお

知
ら
せ

お
知
ら
せ

21 20



質
問　

総
務
省
は
、
寄
付
し
た
人
に
特

定
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
業
者
の
利
用

を
禁
止
す
る
納
税
制
度
の
来
年
10
月
か

ら
の
見
直
し
を
発
表
し
た
。
ま
た
今
年

10
月
か
ら
地
場
産
品
の
線
引
き
を
厳
格

化
す
る
、
過
去
5
年
の
納
税
額
と
見
直

し
に
伴
う
影
響
は
。

総
務
課
長　

令
和
元
年
度
1
︐

4
6
3
万
3
︐
0
0
0
円
、
令
和
2
年
度

1
︐
8
1
6
万
7
︐
0
0
0
円
、
令
和
3

年
度
は
2
︐7
1
8
万
9
︐0
0
0
円
、令

和
4
年
度
は
1
︐8
2
0
万
3
︐
0
0
0

円
、
令
和
5
年
度
は
3
︐
1
1
2
万
6
︐

0
0
0
円
と
推
移
し
て
い
る
。
令
和
5
年

度
は
、
前
年
比
71
%
増
。
本
年
は
8
月
末

で
1
︐
0
9
0
万
9
︐
0
0
0
円
の
申
し

込
み
で
昨
年
比
12
％
増
で
あ
る
。
来
年
の

見
直
し
は
、
サ
イ
ト
間
の
ポ
イ
ン
ト
付
与

の
競
争
が
過
熱
し
て
い
る
こ
と
か
ら
制
度

本
来
の
趣
旨
に
立
ち
返
り
、
実
際
の
財
政

負
担
を
軽
減
す
る
と
考
え
る
。
ま
た
生
産

地
の
厳
格
化
の
影
響
は
、
少
な
い
と
考
え

る
。

質
問　

近
隣
村
に
比
べ
て
納
税
額
が
、

少
な
い
の
は
、
返
礼
品
の
種
類
が
少
な

い
と
考
え
る
。
返
礼
品
の
開
発
に
向
け

て
の
地
域
資
源
の
洗
い
出
し
は
当
初
計

画
に
も
掲
げ
て
あ
る
が
、
進
捗
状
況
は
。

総
務
課
長　

現
在
は
、
味
噌
・
は
ぜ
か

け
米
等
の
返
礼
品
が
好
調
で
金
額
も
多

い
。
令
和
4
年
度
キ
ム
チ
や
ピ
ク
ル
ス

を
追
加
、
今
後
は
新
設
及
び
村
内
進
出

予
定
企
業
様
に
も
協
力
頂
き
、
筑
北
村

な
ら
で
の
体
験
事
業
と
か
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
グ
ッ
ズ
等
も
視
野
に
入
れ
て
開
発

し
た
い
。

質
問　

筑
北
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
が
開
設
さ
れ
フ
ァ
ー
ム
め
ぶ
き
の

そ
ば
製
粉
工
場
も
稼
働
中
で
あ
り
、
ま

た
坂
井
地
域
で
は
綿
半
H
・
D
系
の
豚

舎
が
本
年
度
に
建
設
予
定
だ
。
そ
れ
ら

の
企
業
に
協
力
頂
き
返
礼
品
開
発
を
検

討
し
て
欲
し
い
。

質
問　

企
業
誘
致
関
連
予
算
が
計
上
さ

れ
て
い
な
い
が
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
に
よ
る
産
業
振
興
と
雇
用
の

達
成
度
を
伺
う
。

村
長　

企
業
誘
致
で
は
、
現
在
1
社
が

誘
致
済
み
で
、
B
・
C
区
画
含
め
広
い

面
積
を
希
望
し
、
開
発
を
検
討
し
て
い

る
企
業
が
あ
る
。

村
の
基
本
方
針
と
し
て
、
企
業
側
で
土

地
購
入
や
造
成
、
開
発
行
為
の
申
請
等

行
っ
て
も
ら
う
前
提
で
進
め
て
い
る
。

達
成
度
に
つ
い
て
は
、
未
達
成
と
な
る

が
、
引
き
続
き
対
応
し
て
い
く
。

　

雇
用
の
面
で
は
、
あ
ず
み
野
F
M
で
、

従
業
員
募
集
に
関
す
る
お
知
ら
せ
を
、

定
期
的
に
放
送
し
、
成
果
に
繋
が
っ
て

い
る
。

質
問　

村
は
3
か
村
の
合
併
に
よ
り
誕

生
し
、
重
複
し
て
い
る
施
設
も
多
く
、

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
等
で
、
撤
去

等
の
方
向
付
け
を
進
め
て
き
て
い
る
が
、

施
設
の
統
廃
合
の
今
後
の
取
り
組
み
と

現
在
ま
で
の
達
成
度
を
伺
う
。

村
長　

施
設
の
統
廃
合
だ
け
で
な
く
、

施
設
の
売
却
・
譲
渡
・
用
途
変
更
等
検

討
を
加
え
、
公
共
施
設
の
ス
リ
ム
化
に

よ
る
維
持
管
理
経
費
削
減
に
向
け
、
一

定
の
成
果
が
で
て
い
る
。
今
後
も
、
国

保
診
療
所
の
譲
渡
等
計
画
し
て
い
る
。

　

達
成
に
向
け
順
調
に
推
移
し
て
い
る

が
、
統
廃
合
や
除
却
に
つ
い
て
住
民
合

意
を
得
て
進
め
る
た
め
、
時
間
を
要
す

る
事
業
で
あ
る
が
、
一
つ
一
つ
解
決
し

て
い
く
。

質
問　

大
規
模
な
施
設
の
改
修
修
繕
に

は
、
多
大
な
財
源
確
保
が
必
要
と
な
る

の
で
、
将
来
を
見
据
え
て
、
早
期
の
決

断
を
期
待
し
た
い
。

村
長　

施
設
除
去
等
に
対
す
る
費
用
の

増
加
を
想
定
し
、
健
全
財
政
を
進
め
る
。

　

大
き
な
課
題
で
あ
る
が
、
住
民
の
理

解
を
得
て
進
め
て
い
く
。

新
返
礼
品
の
開
発
状
況
は

施設マネジメント検討施設

Q
村
長
の
公
約
「
６
つ
の
政
策
」

の
達
成
状
況

A
一
つ
一
つ
着
実
に
進
め
て
き

て
い
る

Q
ふ
る
さ
と
納
税
来
年
か
ら
の

ル
ー
ル
見
直
の
影
響
は

A
ポ
イ
ン
ト
の
有
無
の
影
響
は
、

現
時
点
で
は
未
知
数
で
今
後

注
視

窪
くぼてら

寺　 務
つとむ

小
こやま

山 正
まさひろ

博

質
問　

心
停
止
直
後
は
心
室
細
動
に
な

る
こ
と
が
多
く
迅
速
に
治
療
す
る
こ
と

が
、
最
も
重
要
と
言
わ
れ
て
い
る
。
除

細
動
が
1
分
遅
れ
る
ご
と
に
生
存
退
院

率
が
7
%
か
ら
10
％
ず
つ
低
下
す
る
と

聞
い
て
い
る
。
公
共
施
設
へ
の
設
置
は

21
か
所
設
置
さ
れ
て
い
る
と
な
っ
て
い

る
が
、
公
共
施
設
で
設
置
さ
れ
て
い
な

い
施
設
が
あ
る
か
、
ま
た
公
共
施
設
以

外
の
設
置
状
況
を
伺
う
。

住
民
福
祉
課
長　

公
共
施
設
に
つ
い
て

は
、
21
か
所
設
置
済
で
設
置
場
所
等
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し
て
い
る
。

　

道
の
駅
、
そ
ば
処
さ
か
い
な
ど
、
村

内
外
か
ら
人
が
集
ま
る
場
所
に
設
置
さ

れ
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
の
で
、
設
置

が
必
要
で
な
い
か
検
討
し
て
い
る
。
本

城
体
育
館
へ
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
本

城
公
民
館
や
西
条
温
泉
と
く
ら
が
近
く

に
あ
る
と
言
う
事
で
設
置
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
が
、
管
理
部
署
の
教
育
委
員
会

事
務
局
と
協
議
し
て
進
め
て
い
る
。
そ

れ
ぞ
れ
管
理
部
署
が
あ
る
の
で
、
再
度

未
設
置
場
所
で
設
置
が
必
要
と
思
わ
れ

る
場
所
は
、
庁
内
で
検
討
し
て
い
く
。

公
共
施
設
以
外
の
設
置
状
況
に
つ
い
て

は
、
村
で
調
査
し
た
こ
と
が
な
い
の
で

現
在
把
握
し
て
い
な
い
。

質
問　

村
内
外
か
ら
人
の
出
入
り
が
多

い
ふ
れ
あ
い
広
場
に
設
置
さ
れ
て
い
な

い
と
思
う
が
。

住
民
福
祉
課
長　

ふ
れ
あ
い
広
場
は
教

育
委
員
会
管
理
で
す
が
、
今
見
ま
す
と

そ
こ
に
は
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。

　

本
城
体
育
館
へ
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

生
涯
学
習
係
に
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
。

現
在
手
元
に
あ
る
A
E
D
を
利
用
頻
度

の
高
い
本
城
体
育
館
へ
設
置
を
し
た
い

と
考
え
て
い
る
が
、
ふ
れ
あ
い
広
場
に

つ
い
て
も
教
育
委
員
会
事
務
局
と
協
議

す
る
中
で
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問　

21
か
所
の
指
定
避
難
所
の
う
ち

エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ
て
い
る
避
難
所

は
い
く
つ
あ
る
の
か
、
暖
房
設
備
は
充

分
あ
る
の
か
。

総
務
課
長　

エ
ア
コ
ン
が
あ
る
避
難
所

は
12
施
設
。
暖
房
器
具
は
18
備
蓄
し
て

い
る
が
体
育
館
な
ど
充
分
整
備
さ
れ
て

い
る
と
は
い
え
な
い
。　

質
問　

今
後
設
置
の
計
画
は
あ
る
の
か
。

総
務
課
長　

冷
暖
房
設
備
の
整
備
計
画

は
な
い
。
扇
風
機
や
ス
ト
ー
ブ
の
備
蓄

品
の
充
実
は
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

地
区
公
民
館
の
エ
ア
コ
ン
設
置

の
補
助
金
は
あ
る
の
か
。

総
務
課
長　

集
会
施
設
等
整
備
事
業
補

助
金
で
二
分
の
一
補
助
の
制
度
が
あ
る
。

村
長　

ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
の
増
設
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

防
災
の
た
め
の
新
た
な
計
画
は
。

総
務
課
長　

女
性
向
け
の
防
災
講
演
会

を
計
画
し
て
い
る
。
県
の
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
に
沿
っ
て
防
災
備
蓄
品
な
ど
を

見
直
し
、
し
っ
か
り
備
え
て
い
く
。

質
問　

防
災
対
策
に
つ
い
て
村
長
の
考

え
は
。

村
長　

住
宅
の
耐
震
化
を
進
め
る
た
め

に
、
耐
震
診
断
や
耐
震
工
事
補
助
金
の

周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
過
去
の
災

害
を
忘
れ
な
い
た
め
、
来
年
の
生
活
カ

レ
ン
ダ
ー
に
災
害
の
記
録
を
載
せ
る
計

画
。
住
民
ア
プ
リ
で
も
、
防
災
機
能
強

化
に
取
り
組
む
。

質
問　

と
く
ら
と
冠
着
荘
で
ど
ん
な
音

楽
系
合
宿
が
行
わ
れ
て
き
た
の
か
。

観
光
課
長　

と
く
ら
で
は
マ
ー
チ
ン
グ

バ
ン
ド
、
冠
着
荘
で
は
吹
奏
楽
や
マ
ン

ド
リ
ン
の
予
約
が
あ
る
。

質
問　

今
後
の
P
R
方
法
は
。

観
光
課
長　

以
前
利
用
の
あ
る
団
体
に

連
絡
し
集
客
に
繋
げ
た
い
。
練
習
会
場

確
保
も
連
携
し
P
R
を
進
め
た
い
。

村
長　

S
N
S
で
の
発
信
も
重
要
だ
と

感
じ
て
い
る
。
成
果
の
発
表
の
場
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

音
楽
系
の
合
宿

Q
今
後
の
防
災
計
画
は

A
女
性
向
け
の
防
災
講
演
会
・

備
蓄
の
充
実

Q
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
設
置
場
所
は

A
21
か
所
へ
設
置
し
て
い
る 玉

たまい

井 玲
れいこ

子藤
ふじわら

原 孝
こういち
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質
問　

総
務
省
は
、
寄
付
し
た
人
に
特

定
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
業
者
の
利
用

を
禁
止
す
る
納
税
制
度
の
来
年
10
月
か

ら
の
見
直
し
を
発
表
し
た
。
ま
た
今
年

10
月
か
ら
地
場
産
品
の
線
引
き
を
厳
格

化
す
る
、
過
去
5
年
の
納
税
額
と
見
直

し
に
伴
う
影
響
は
。

総
務
課
長　

令
和
元
年
度
1
︐

4
6
3
万
3
︐
0
0
0
円
、
令
和
2
年
度

1
︐
8
1
6
万
7
︐
0
0
0
円
、
令
和
3

年
度
は
2
︐7
1
8
万
9
︐0
0
0
円
、令

和
4
年
度
は
1
︐8
2
0
万
3
︐
0
0
0

円
、
令
和
5
年
度
は
3
︐
1
1
2
万
6
︐

0
0
0
円
と
推
移
し
て
い
る
。
令
和
5
年

度
は
、
前
年
比
71
%
増
。
本
年
は
8
月
末

で
1
︐
0
9
0
万
9
︐
0
0
0
円
の
申
し

込
み
で
昨
年
比
12
％
増
で
あ
る
。
来
年
の

見
直
し
は
、
サ
イ
ト
間
の
ポ
イ
ン
ト
付
与

の
競
争
が
過
熱
し
て
い
る
こ
と
か
ら
制
度

本
来
の
趣
旨
に
立
ち
返
り
、
実
際
の
財
政

負
担
を
軽
減
す
る
と
考
え
る
。
ま
た
生
産

地
の
厳
格
化
の
影
響
は
、
少
な
い
と
考
え

る
。

質
問　

近
隣
村
に
比
べ
て
納
税
額
が
、

少
な
い
の
は
、
返
礼
品
の
種
類
が
少
な

い
と
考
え
る
。
返
礼
品
の
開
発
に
向
け

て
の
地
域
資
源
の
洗
い
出
し
は
当
初
計

画
に
も
掲
げ
て
あ
る
が
、
進
捗
状
況
は
。

総
務
課
長　

現
在
は
、
味
噌
・
は
ぜ
か

け
米
等
の
返
礼
品
が
好
調
で
金
額
も
多

い
。
令
和
4
年
度
キ
ム
チ
や
ピ
ク
ル
ス

を
追
加
、
今
後
は
新
設
及
び
村
内
進
出

予
定
企
業
様
に
も
協
力
頂
き
、
筑
北
村

な
ら
で
の
体
験
事
業
と
か
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
グ
ッ
ズ
等
も
視
野
に
入
れ
て
開
発

し
た
い
。

質
問　

筑
北
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
が
開
設
さ
れ
フ
ァ
ー
ム
め
ぶ
き
の

そ
ば
製
粉
工
場
も
稼
働
中
で
あ
り
、
ま

た
坂
井
地
域
で
は
綿
半
H
・
D
系
の
豚

舎
が
本
年
度
に
建
設
予
定
だ
。
そ
れ
ら

の
企
業
に
協
力
頂
き
返
礼
品
開
発
を
検

討
し
て
欲
し
い
。

質
問　

企
業
誘
致
関
連
予
算
が
計
上
さ

れ
て
い
な
い
が
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
に
よ
る
産
業
振
興
と
雇
用
の

達
成
度
を
伺
う
。

村
長　

企
業
誘
致
で
は
、
現
在
1
社
が

誘
致
済
み
で
、
B
・
C
区
画
含
め
広
い

面
積
を
希
望
し
、
開
発
を
検
討
し
て
い

る
企
業
が
あ
る
。

村
の
基
本
方
針
と
し
て
、
企
業
側
で
土

地
購
入
や
造
成
、
開
発
行
為
の
申
請
等

行
っ
て
も
ら
う
前
提
で
進
め
て
い
る
。

達
成
度
に
つ
い
て
は
、
未
達
成
と
な
る

が
、
引
き
続
き
対
応
し
て
い
く
。

　

雇
用
の
面
で
は
、
あ
ず
み
野
F
M
で
、

従
業
員
募
集
に
関
す
る
お
知
ら
せ
を
、

定
期
的
に
放
送
し
、
成
果
に
繋
が
っ
て

い
る
。

質
問　

村
は
3
か
村
の
合
併
に
よ
り
誕

生
し
、
重
複
し
て
い
る
施
設
も
多
く
、

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
等
で
、
撤
去

等
の
方
向
付
け
を
進
め
て
き
て
い
る
が
、

施
設
の
統
廃
合
の
今
後
の
取
り
組
み
と

現
在
ま
で
の
達
成
度
を
伺
う
。

村
長　

施
設
の
統
廃
合
だ
け
で
な
く
、

施
設
の
売
却
・
譲
渡
・
用
途
変
更
等
検

討
を
加
え
、
公
共
施
設
の
ス
リ
ム
化
に

よ
る
維
持
管
理
経
費
削
減
に
向
け
、
一

定
の
成
果
が
で
て
い
る
。
今
後
も
、
国

保
診
療
所
の
譲
渡
等
計
画
し
て
い
る
。

　

達
成
に
向
け
順
調
に
推
移
し
て
い
る

が
、
統
廃
合
や
除
却
に
つ
い
て
住
民
合

意
を
得
て
進
め
る
た
め
、
時
間
を
要
す

る
事
業
で
あ
る
が
、
一
つ
一
つ
解
決
し

て
い
く
。

質
問　

大
規
模
な
施
設
の
改
修
修
繕
に

は
、
多
大
な
財
源
確
保
が
必
要
と
な
る

の
で
、
将
来
を
見
据
え
て
、
早
期
の
決

断
を
期
待
し
た
い
。

村
長　

施
設
除
去
等
に
対
す
る
費
用
の

増
加
を
想
定
し
、
健
全
財
政
を
進
め
る
。

　

大
き
な
課
題
で
あ
る
が
、
住
民
の
理

解
を
得
て
進
め
て
い
く
。

新
返
礼
品
の
開
発
状
況
は

施設マネジメント検討施設

Q
村
長
の
公
約
「
６
つ
の
政
策
」

の
達
成
状
況

A
一
つ
一
つ
着
実
に
進
め
て
き

て
い
る

Q
ふ
る
さ
と
納
税
来
年
か
ら
の

ル
ー
ル
見
直
の
影
響
は

A
ポ
イ
ン
ト
の
有
無
の
影
響
は
、

現
時
点
で
は
未
知
数
で
今
後

注
視

窪
くぼてら

寺　 務
つとむ

小
こやま

山 正
まさひろ

博

質
問　

心
停
止
直
後
は
心
室
細
動
に
な

る
こ
と
が
多
く
迅
速
に
治
療
す
る
こ
と

が
、
最
も
重
要
と
言
わ
れ
て
い
る
。
除

細
動
が
1
分
遅
れ
る
ご
と
に
生
存
退
院

率
が
7
%
か
ら
10
％
ず
つ
低
下
す
る
と

聞
い
て
い
る
。
公
共
施
設
へ
の
設
置
は

21
か
所
設
置
さ
れ
て
い
る
と
な
っ
て
い

る
が
、
公
共
施
設
で
設
置
さ
れ
て
い
な

い
施
設
が
あ
る
か
、
ま
た
公
共
施
設
以

外
の
設
置
状
況
を
伺
う
。

住
民
福
祉
課
長　

公
共
施
設
に
つ
い
て

は
、
21
か
所
設
置
済
で
設
置
場
所
等
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し
て
い
る
。

　

道
の
駅
、
そ
ば
処
さ
か
い
な
ど
、
村

内
外
か
ら
人
が
集
ま
る
場
所
に
設
置
さ

れ
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
の
で
、
設
置

が
必
要
で
な
い
か
検
討
し
て
い
る
。
本

城
体
育
館
へ
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
本

城
公
民
館
や
西
条
温
泉
と
く
ら
が
近
く

に
あ
る
と
言
う
事
で
設
置
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
が
、
管
理
部
署
の
教
育
委
員
会

事
務
局
と
協
議
し
て
進
め
て
い
る
。
そ

れ
ぞ
れ
管
理
部
署
が
あ
る
の
で
、
再
度

未
設
置
場
所
で
設
置
が
必
要
と
思
わ
れ

る
場
所
は
、
庁
内
で
検
討
し
て
い
く
。

公
共
施
設
以
外
の
設
置
状
況
に
つ
い
て

は
、
村
で
調
査
し
た
こ
と
が
な
い
の
で

現
在
把
握
し
て
い
な
い
。

質
問　

村
内
外
か
ら
人
の
出
入
り
が
多

い
ふ
れ
あ
い
広
場
に
設
置
さ
れ
て
い
な

い
と
思
う
が
。

住
民
福
祉
課
長　

ふ
れ
あ
い
広
場
は
教

育
委
員
会
管
理
で
す
が
、
今
見
ま
す
と

そ
こ
に
は
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。

　

本
城
体
育
館
へ
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

生
涯
学
習
係
に
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
。

現
在
手
元
に
あ
る
A
E
D
を
利
用
頻
度

の
高
い
本
城
体
育
館
へ
設
置
を
し
た
い

と
考
え
て
い
る
が
、
ふ
れ
あ
い
広
場
に

つ
い
て
も
教
育
委
員
会
事
務
局
と
協
議

す
る
中
で
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問　

21
か
所
の
指
定
避
難
所
の
う
ち

エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ
て
い
る
避
難
所

は
い
く
つ
あ
る
の
か
、
暖
房
設
備
は
充

分
あ
る
の
か
。

総
務
課
長　

エ
ア
コ
ン
が
あ
る
避
難
所

は
12
施
設
。
暖
房
器
具
は
18
備
蓄
し
て

い
る
が
体
育
館
な
ど
充
分
整
備
さ
れ
て

い
る
と
は
い
え
な
い
。　

質
問　

今
後
設
置
の
計
画
は
あ
る
の
か
。

総
務
課
長　

冷
暖
房
設
備
の
整
備
計
画

は
な
い
。
扇
風
機
や
ス
ト
ー
ブ
の
備
蓄

品
の
充
実
は
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

地
区
公
民
館
の
エ
ア
コ
ン
設
置

の
補
助
金
は
あ
る
の
か
。

総
務
課
長　

集
会
施
設
等
整
備
事
業
補

助
金
で
二
分
の
一
補
助
の
制
度
が
あ
る
。

村
長　

ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
の
増
設
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

防
災
の
た
め
の
新
た
な
計
画
は
。

総
務
課
長　

女
性
向
け
の
防
災
講
演
会

を
計
画
し
て
い
る
。
県
の
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
に
沿
っ
て
防
災
備
蓄
品
な
ど
を

見
直
し
、
し
っ
か
り
備
え
て
い
く
。

質
問　

防
災
対
策
に
つ
い
て
村
長
の
考

え
は
。

村
長　

住
宅
の
耐
震
化
を
進
め
る
た
め

に
、
耐
震
診
断
や
耐
震
工
事
補
助
金
の

周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
過
去
の
災

害
を
忘
れ
な
い
た
め
、
来
年
の
生
活
カ

レ
ン
ダ
ー
に
災
害
の
記
録
を
載
せ
る
計

画
。
住
民
ア
プ
リ
で
も
、
防
災
機
能
強

化
に
取
り
組
む
。

質
問　

と
く
ら
と
冠
着
荘
で
ど
ん
な
音

楽
系
合
宿
が
行
わ
れ
て
き
た
の
か
。

観
光
課
長　

と
く
ら
で
は
マ
ー
チ
ン
グ

バ
ン
ド
、
冠
着
荘
で
は
吹
奏
楽
や
マ
ン

ド
リ
ン
の
予
約
が
あ
る
。

質
問　

今
後
の
P
R
方
法
は
。

観
光
課
長　

以
前
利
用
の
あ
る
団
体
に

連
絡
し
集
客
に
繋
げ
た
い
。
練
習
会
場

確
保
も
連
携
し
P
R
を
進
め
た
い
。

村
長　

S
N
S
で
の
発
信
も
重
要
だ
と

感
じ
て
い
る
。
成
果
の
発
表
の
場
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

音
楽
系
の
合
宿

Q
今
後
の
防
災
計
画
は

A
女
性
向
け
の
防
災
講
演
会
・

備
蓄
の
充
実

Q
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
設
置
場
所
は

A
21
か
所
へ
設
置
し
て
い
る 玉

たまい

井 玲
れいこ

子藤
ふじわら

原 孝
こういち
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質
問　

筑
北
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
（
S
I
C
）
利
用
台
数
、
E
T
C

車
載
器
設
置
補
助
申
請
状
況
は
。

建
設
課
長　

開
通
以
来
ネ
ク
ス
コ
東
日

本
か
ら
正
式
に
公
表
さ
れ
な
い
。
村
独

自
で
利
用
台
数
の
交
通
量
調
査
を
検
討
。

車
載
器
は
54
名
か
ら
申
請
さ
れ
、
補
助

金
受
付
期
間
は
6
年
度
末
ま
で
。

質
問　

企
業
誘
致
に
関
し
、
村
長
就
任

以
来
「
守
秘
義
務
」
の
一
点
張
り
で

ベ
ー
ル
に
包
ま
れ
て
い
る
が
状
況
は
。

村
長　

関
心
を
示
す
企
業
は
い
る
。
企

業
に
迷
惑
を
か
け
る
の
で
企
業
名
等
は

差
し
控
え
る
。

質
問　

筑
北
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
開
通
後
の
効
果
と
今
後
の
施
策
は
。

村
長　

村
外
の
方
で
も
購
入
で
き
る
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
や
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
等
で
誘
客
。
一
定
の
整
備
効

果
が
あ
っ
た
。
企
業
誘
致
活
動
、
村
の

公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
活
用
し
合
併
20

周
年
事
業
と
廃
線
敷
の
整
備
を
進
め
る
。

質
問　

建
設
中
の
若
者
定
住
「
西
条
団

地
」
や
「
夢
パ
レ
ッ
ト
坂
北
」
等
村
営

住
宅
の
申
し
込
み
が
低
調
だ
が
対
応
は
。

建
設
課
長　

空
き
家
バ
ン
ク
担
当
課
等

連
携
を
図
っ
て
P
R
活
動
を
行
う
。

質
問　
役
場
職
員
の
入
居
申
請
は
で
き
る
か
。

村
長　

可
能
で
あ
る
。

質
問　

温
泉
施
設
の
現
状
課
題
を
共
有

し
、
職
員
が
で
き
る
範
囲
で
施
設
を
活

用
し
P
R
す
る
事
を
切
望
す
る
が
。

観
光
課
長　

イ
ベ
ン
ト
の
計
画
等
情
報

を
全
職
員
に
共
有
し
、
利
用
促
進
に
向

け
更
な
る
集
客
に
つ
な
げ
る
。

質
問　

学
校
運
営
を
す
る
契
約
が
で
き

な
く
な
り
、
令
和
6
年
度
以
降
と
報
道

さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
状
況
は
。

企
画
財
政
課
長　

専
門
学
校
と
利
用
す

る
案
と
、
高
齢
者
、
障
害
者
の
計
画
も

あ
る
の
で
、
問
題
な
い
。

質
問　

e
ス
ポ
ー
ツ
専
門
学
校
と
言
っ

て
初
め
て
、
で
き
な
く
な
っ
た
、
今
後

譲
渡
な
ど
す
る
場
合
慎
重
な
対
応
が
必

要
と
考
え
る
。

質
問　

運
動
施
設
利
用
収
入
、
維
持
管

理
費
、
収
支
バ
ラ
ン
ス
、
や
す
ら
ぎ
野

球
場
収
入
6
万
円
余
、
施
設
維
持
管
理

費
1
2
0
0
万
円
余
、
本
城
体
育
館
収

入
31
万
円
余
、
支
出
2
4
0
万
円
余
、

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
体
育
館
収
入
17
万
円
余
、

支
出
68
万
円
余
、
こ
の
状
況
は
村
民
の

税
金
を
使
っ
て
適
切
で
な
い
と
考
え
る
。

契
約
変
更
で
何
と
か
し
て
い
か
な
い
と
、

あ
と
10
年
こ
の
ま
ま
の
状
態
で
行
く
と

若
者
住
宅
が
何
棟
で
き
る
で
し
ょ
う
。

教
育
次
長　

規
則
規
定
に
照
ら
し
合
わ

せ
て
減
免
し
て
い
る
、
理
解
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

質
問　

と
く
ら
収
入
8
2
0
0
万
円
余
、

一
般
会
計
繰
り
入
れ
8
0
0
0
万
円
余
、

坂
北
荘
収
入
1
2
0
0
万
円
余
、
繰
入

金
1
9
0
0
万
円
余
、
福
祉
施
設
で

あ
っ
て
も
異
常
と
考
え
る
。

観
光
課
長　

8
月
の
検
討
委
員
会
で
入

浴
、
宿
泊
料
金
を
検
討
。

質
問　

昨
年
上
永
井
区
で
水
路
改
修
を

要
望
し
た
と
こ
ろ
、
重
機
が
入
れ
な
い

の
で
改
修
工
事
は
で
き
な
い
と
回
答
。

村
長
は
、
こ
の
よ
う
な
回
答
を
出
す
と

い
う
こ
と
は
、
山
の
中
の
農
業
は
止
め

ろ
と
思
っ
て
の
回
答
な
の
か
。

村
長　

一
つ
一
つ
の
回
答
ま
で
は
全
部

見
き
れ
て
い
な
い
。
2
回
訪
れ
場
所
は

認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
担
当
課
と
地

元
で
協
議
し
た
と
認
識
し
て
い
る
。

　

農
業
は
、
村
の
基
幹
産
業
今
ま
で
通

り
対
応
し
て
い
く
。

令
和
5
年
度
決
算

区
要
望
の
対
応
書

「
村
政
課
題
」
情
報
共
有
に
よ
る

チ
ー
ム
筑
北
と
し
て
の
対
応

Q
旧
筑
北
小
学
校
跡
利
用
の
現
況

A
契
約
に
よ
る
利
用
が
さ
れ
て

い
る

Q
筑
北
Ｓ
Ｉ
Ｃ
活
性
化
策
、
国
道

４
０
３
号
坂
北
大
橋
か
ら
西

条
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
間
「
農

業
振
興
地
域
」
除
外
を

A
大
規
模
開
発
等
の
計
画
が
な
い

の
で
県
の
同
意
得
ら
れ
な
い 吉

よしいけ

池 昌
まさあき

昭宮
みやした

下 敏
としひこ

彦

質
問　

生
坂
村
で
は
国
の
補
助
金
を

使
っ
て
全
面
的
に
脱
炭
素
政
策
を
行
っ

て
い
る
が
当
村
の
脱
炭
素
政
策
に
つ
い

て
伺
う
。

住
民
福
祉
課
長　

生
坂
村
で
の
取
り
組

み
は
承
知
し
て
い
る
が
、
当
村
で
は
取

り
組
む
計
画
は
な
い
。
現
在
村
に
お
い

て
は
地
球
温
暖
化
対
策
事
業
を
推
進
す

る
た
め
家
屋
の
屋
根
等
に
設
置
す
る
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
や
、
蓄
電
池
シ
ス

テ
ム
、
電
気
自
動
車
購
入
へ
の
補
助
を

実
施
し
て
い
る
。
現
在
10
件
の
申
請
が

あ
る
。
ま
た
今
年
度
公
共
施
設
へ
の
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
と
い
う
こ

と
で
、
ひ
ま
わ
り
保
育
園
に
設
置
を
考

え
て
い
る
。
ま
た
個
人
個
人
が
で
き
る

こ
と
を
や
っ
て
い
く
こ
と
も
大
事
で
、

ゴ
ミ
の
分
別
減
量
化
も
そ
の
一
つ
と
考

え
る
。
コ
ン
ポ
ス
ト
や
生
ゴ
ミ
処
理
機

へ
の
補
助
も
あ
る
の
で
活
用
し
て
ほ
し

い
。　
　

質
問　

当
村
に
移
住
し
て
来
る
人
の
為

に
村
の
い
ろ
い
ろ
な
決
め
事
を
周
知
し

た
ら
ど
う
か
。

企
画
財
政
課
長　

現
在
、
区
や
常
会
に

関
す
る
具
体
的
な
資
料
は
な
い
。
区
や

常
会
の
活
動
内
容
が
地
域
に
よ
っ
て
大

き
く
異
な
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
移

住
希
望
者
か
ら
区
や
常
会
に
対
す
る
質

問
が
少
な
い
こ
と
が
、
資
料
が
な
い
理

由
の
一
つ
で
あ
る
。
区
や
常
会
に
参
加

し
な
い
人
が
増
え
て
い
る
こ
と
は
村
も

認
識
し
て
い
る
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

へ
の
参
加
者
が
減
少
し
、
地
域
全
体
の

一
体
感
に
影
響
が
あ
る
と
懸
念
し
て
い

る
。
村
の
現
在
の
対
応
と
し
て
は
空
き

家
バ
ン
ク
を
利
用
し
、
移
住
す
る
方
に

常
会
へ
の
参
加
を
奨
励
し
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
り
移
住
者
の
円
滑
な
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
参
加
が
期
待
さ
れ
る
。

資
料
作
成
に
つ
い
て
は
現
在
、
区
や
常

会
の
代
表
者
と
協
議
を
お
こ
な
い
、
今

後
の
対
応
策
を
模
索
し
て
い
く
が
、
説

明
資
料
の
作
成
は
検
討
中
で
あ
る
。
ま

た
資
料
作
成
だ
け
で
な
く
、
移
住
希
望

者
向
け
の
説
明
会
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

理
解
を
深
め
る
た
め
の
別
の
方
法
も
検

討
し
て
い
く
。

質
問　

地
元
へ
の
費
用
対
効
果
の
考
え

調
査
。

村
長　

税
金
を
特
定
の
団
体
に
出
資
す

る
こ
と
の
公
平
性
に
つ
い
て
納
得
感
が

得
ら
れ
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

松
川
村
の
前
村
長
も
費
用
対
効
果
を
感

じ
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
加
入
は
し

て
い
な
い
。

質
問　

新
規
の
企
業
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
。

村
長　

2
社
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
あ

る
が
、
私
自
身
、
就
任
後
10
社
程
度
は

ア
ポ
イ
ン
ト
を
と
り
先
方
と
話
は
し
て

い
る
。

質
問　

住
民
へ
の
説
明
、
方
向
性
周
知

は
。

村
長　

村
と
し
て
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
企
業

側
の
進
出
を
待
っ
て
い
る
こ
と
で
進
捗

が
悪
い
と
い
う
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

村
が
造
成
を
行
い
住
民
が
希
望
す
る
よ

う
な
企
業
が
来
て
も
ら
え
る
か
に
つ
い

て
は
、
私
は
非
常
に
可
能
性
と
し
て
低

い
と
考
え
る
。

質
問　

工
業
団
地
へ
の
考
え
方
は
。

村
長　

残
り
の
1
年
も
村
の
財
政
的
な

も
の
を
考
え
、
村
が
造
成
す
る
の
で
は

な
く
企
業
に
お
任
せ
し
先
方
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
尊
重
し
て
い
く
。
村
側
と

し
て
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
を
設
け
た
進
め

方
は
考
え
て
い
な
い
。

質
問　

単
身
者
向
け
の
集
合
住
宅
建
設
。

建
設
課
長　

現
在
村
で
は
、
単
身
で
の

入
居
希
望
が
非
常
に
多
い
実
情
が
あ
る
。

今
後
の
考
え
方
と
し
て
経
年
劣
化
の
激

し
い
公
営
住
宅
の
更
新
と
一
体
的
に
考

え
る
と
と
も
に
、
既
存
の
公
営
住
宅
の

条
例
改
正
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
検
討

が
必
要
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

企
業
誘
致
を
考
え
た
と
き
働
く

場
所
と
住
ま
い
は
セ
ッ
ト
で
進
め
な
く

て
村
の
発
展
に
つ
な
が
ら
な
い
。
ぜ
ひ

安
心
し
て
村
へ
住
む
き
っ
か
け
づ
く
り

と
な
る
よ
う
、
単
身
者
向
け
の
住
宅
が

用
意
で
き
る
こ
と
を
お
願
い
す
る
。

Q
松
本
山
雅
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
制

度
へ
の
登
録

A
周
辺
自
治
体
の
中
で
入
っ
て
い

な
い
か
ら
と
言
っ
て
加
入
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の
で

は
な
い

Q
当
村
の
脱
炭
素
政
策

A
計
画
は
な
い
が
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
等
へ
の
補
助
を
実
施

工
業
団
地
の
進
捗

移
住
者
へ
の
対
応

若
者
定
住
促
進
住
宅

山
やまだ

田 直
なおゆき

幸櫻
さくらい

井 新
しんいち

一

廃線敷きウォーク
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質
問　

筑
北
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
（
S
I
C
）
利
用
台
数
、
E
T
C

車
載
器
設
置
補
助
申
請
状
況
は
。

建
設
課
長　

開
通
以
来
ネ
ク
ス
コ
東
日

本
か
ら
正
式
に
公
表
さ
れ
な
い
。
村
独

自
で
利
用
台
数
の
交
通
量
調
査
を
検
討
。

車
載
器
は
54
名
か
ら
申
請
さ
れ
、
補
助

金
受
付
期
間
は
6
年
度
末
ま
で
。

質
問　

企
業
誘
致
に
関
し
、
村
長
就
任

以
来
「
守
秘
義
務
」
の
一
点
張
り
で

ベ
ー
ル
に
包
ま
れ
て
い
る
が
状
況
は
。

村
長　

関
心
を
示
す
企
業
は
い
る
。
企

業
に
迷
惑
を
か
け
る
の
で
企
業
名
等
は

差
し
控
え
る
。

質
問　

筑
北
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
開
通
後
の
効
果
と
今
後
の
施
策
は
。

村
長　

村
外
の
方
で
も
購
入
で
き
る
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
や
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
等
で
誘
客
。
一
定
の
整
備
効

果
が
あ
っ
た
。
企
業
誘
致
活
動
、
村
の

公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
活
用
し
合
併
20

周
年
事
業
と
廃
線
敷
の
整
備
を
進
め
る
。

質
問　

建
設
中
の
若
者
定
住
「
西
条
団

地
」
や
「
夢
パ
レ
ッ
ト
坂
北
」
等
村
営

住
宅
の
申
し
込
み
が
低
調
だ
が
対
応
は
。

建
設
課
長　

空
き
家
バ
ン
ク
担
当
課
等

連
携
を
図
っ
て
P
R
活
動
を
行
う
。

質
問　
役
場
職
員
の
入
居
申
請
は
で
き
る
か
。

村
長　

可
能
で
あ
る
。

質
問　

温
泉
施
設
の
現
状
課
題
を
共
有

し
、
職
員
が
で
き
る
範
囲
で
施
設
を
活

用
し
P
R
す
る
事
を
切
望
す
る
が
。

観
光
課
長　

イ
ベ
ン
ト
の
計
画
等
情
報

を
全
職
員
に
共
有
し
、
利
用
促
進
に
向

け
更
な
る
集
客
に
つ
な
げ
る
。

質
問　

学
校
運
営
を
す
る
契
約
が
で
き

な
く
な
り
、
令
和
6
年
度
以
降
と
報
道

さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
状
況
は
。

企
画
財
政
課
長　

専
門
学
校
と
利
用
す

る
案
と
、
高
齢
者
、
障
害
者
の
計
画
も

あ
る
の
で
、
問
題
な
い
。

質
問　

e
ス
ポ
ー
ツ
専
門
学
校
と
言
っ

て
初
め
て
、
で
き
な
く
な
っ
た
、
今
後

譲
渡
な
ど
す
る
場
合
慎
重
な
対
応
が
必

要
と
考
え
る
。

質
問　

運
動
施
設
利
用
収
入
、
維
持
管

理
費
、
収
支
バ
ラ
ン
ス
、
や
す
ら
ぎ
野

球
場
収
入
6
万
円
余
、
施
設
維
持
管
理

費
1
2
0
0
万
円
余
、
本
城
体
育
館
収

入
31
万
円
余
、
支
出
2
4
0
万
円
余
、

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
体
育
館
収
入
17
万
円
余
、

支
出
68
万
円
余
、
こ
の
状
況
は
村
民
の

税
金
を
使
っ
て
適
切
で
な
い
と
考
え
る
。

契
約
変
更
で
何
と
か
し
て
い
か
な
い
と
、

あ
と
10
年
こ
の
ま
ま
の
状
態
で
行
く
と

若
者
住
宅
が
何
棟
で
き
る
で
し
ょ
う
。

教
育
次
長　

規
則
規
定
に
照
ら
し
合
わ

せ
て
減
免
し
て
い
る
、
理
解
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

質
問　

と
く
ら
収
入
8
2
0
0
万
円
余
、

一
般
会
計
繰
り
入
れ
8
0
0
0
万
円
余
、

坂
北
荘
収
入
1
2
0
0
万
円
余
、
繰
入

金
1
9
0
0
万
円
余
、
福
祉
施
設
で

あ
っ
て
も
異
常
と
考
え
る
。

観
光
課
長　

8
月
の
検
討
委
員
会
で
入

浴
、
宿
泊
料
金
を
検
討
。

質
問　

昨
年
上
永
井
区
で
水
路
改
修
を

要
望
し
た
と
こ
ろ
、
重
機
が
入
れ
な
い

の
で
改
修
工
事
は
で
き
な
い
と
回
答
。

村
長
は
、
こ
の
よ
う
な
回
答
を
出
す
と

い
う
こ
と
は
、
山
の
中
の
農
業
は
止
め

ろ
と
思
っ
て
の
回
答
な
の
か
。

村
長　

一
つ
一
つ
の
回
答
ま
で
は
全
部

見
き
れ
て
い
な
い
。
2
回
訪
れ
場
所
は

認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
担
当
課
と
地

元
で
協
議
し
た
と
認
識
し
て
い
る
。

　

農
業
は
、
村
の
基
幹
産
業
今
ま
で
通

り
対
応
し
て
い
く
。

令
和
5
年
度
決
算

区
要
望
の
対
応
書

「
村
政
課
題
」
情
報
共
有
に
よ
る

チ
ー
ム
筑
北
と
し
て
の
対
応

Q
旧
筑
北
小
学
校
跡
利
用
の
現
況

A
契
約
に
よ
る
利
用
が
さ
れ
て

い
る

Q
筑
北
Ｓ
Ｉ
Ｃ
活
性
化
策
、
国
道

４
０
３
号
坂
北
大
橋
か
ら
西

条
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
間
「
農

業
振
興
地
域
」
除
外
を

A
大
規
模
開
発
等
の
計
画
が
な
い

の
で
県
の
同
意
得
ら
れ
な
い 吉

よしいけ

池 昌
まさあき

昭宮
みやした

下 敏
としひこ

彦

質
問　

生
坂
村
で
は
国
の
補
助
金
を

使
っ
て
全
面
的
に
脱
炭
素
政
策
を
行
っ

て
い
る
が
当
村
の
脱
炭
素
政
策
に
つ
い

て
伺
う
。

住
民
福
祉
課
長　

生
坂
村
で
の
取
り
組

み
は
承
知
し
て
い
る
が
、
当
村
で
は
取

り
組
む
計
画
は
な
い
。
現
在
村
に
お
い

て
は
地
球
温
暖
化
対
策
事
業
を
推
進
す

る
た
め
家
屋
の
屋
根
等
に
設
置
す
る
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
や
、
蓄
電
池
シ
ス

テ
ム
、
電
気
自
動
車
購
入
へ
の
補
助
を

実
施
し
て
い
る
。
現
在
10
件
の
申
請
が

あ
る
。
ま
た
今
年
度
公
共
施
設
へ
の
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
と
い
う
こ

と
で
、
ひ
ま
わ
り
保
育
園
に
設
置
を
考

え
て
い
る
。
ま
た
個
人
個
人
が
で
き
る

こ
と
を
や
っ
て
い
く
こ
と
も
大
事
で
、

ゴ
ミ
の
分
別
減
量
化
も
そ
の
一
つ
と
考

え
る
。
コ
ン
ポ
ス
ト
や
生
ゴ
ミ
処
理
機

へ
の
補
助
も
あ
る
の
で
活
用
し
て
ほ
し

い
。　
　

質
問　

当
村
に
移
住
し
て
来
る
人
の
為

に
村
の
い
ろ
い
ろ
な
決
め
事
を
周
知
し

た
ら
ど
う
か
。

企
画
財
政
課
長　

現
在
、
区
や
常
会
に

関
す
る
具
体
的
な
資
料
は
な
い
。
区
や

常
会
の
活
動
内
容
が
地
域
に
よ
っ
て
大

き
く
異
な
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
移

住
希
望
者
か
ら
区
や
常
会
に
対
す
る
質

問
が
少
な
い
こ
と
が
、
資
料
が
な
い
理

由
の
一
つ
で
あ
る
。
区
や
常
会
に
参
加

し
な
い
人
が
増
え
て
い
る
こ
と
は
村
も

認
識
し
て
い
る
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

へ
の
参
加
者
が
減
少
し
、
地
域
全
体
の

一
体
感
に
影
響
が
あ
る
と
懸
念
し
て
い

る
。
村
の
現
在
の
対
応
と
し
て
は
空
き

家
バ
ン
ク
を
利
用
し
、
移
住
す
る
方
に

常
会
へ
の
参
加
を
奨
励
し
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
り
移
住
者
の
円
滑
な
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
参
加
が
期
待
さ
れ
る
。

資
料
作
成
に
つ
い
て
は
現
在
、
区
や
常

会
の
代
表
者
と
協
議
を
お
こ
な
い
、
今

後
の
対
応
策
を
模
索
し
て
い
く
が
、
説

明
資
料
の
作
成
は
検
討
中
で
あ
る
。
ま

た
資
料
作
成
だ
け
で
な
く
、
移
住
希
望

者
向
け
の
説
明
会
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

理
解
を
深
め
る
た
め
の
別
の
方
法
も
検

討
し
て
い
く
。

質
問　

地
元
へ
の
費
用
対
効
果
の
考
え

調
査
。

村
長　

税
金
を
特
定
の
団
体
に
出
資
す

る
こ
と
の
公
平
性
に
つ
い
て
納
得
感
が

得
ら
れ
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

松
川
村
の
前
村
長
も
費
用
対
効
果
を
感

じ
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
加
入
は
し

て
い
な
い
。

質
問　

新
規
の
企
業
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
。

村
長　

2
社
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
あ

る
が
、
私
自
身
、
就
任
後
10
社
程
度
は

ア
ポ
イ
ン
ト
を
と
り
先
方
と
話
は
し
て

い
る
。

質
問　

住
民
へ
の
説
明
、
方
向
性
周
知

は
。

村
長　

村
と
し
て
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
企
業

側
の
進
出
を
待
っ
て
い
る
こ
と
で
進
捗

が
悪
い
と
い
う
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

村
が
造
成
を
行
い
住
民
が
希
望
す
る
よ

う
な
企
業
が
来
て
も
ら
え
る
か
に
つ
い

て
は
、
私
は
非
常
に
可
能
性
と
し
て
低

い
と
考
え
る
。

質
問　

工
業
団
地
へ
の
考
え
方
は
。

村
長　

残
り
の
1
年
も
村
の
財
政
的
な

も
の
を
考
え
、
村
が
造
成
す
る
の
で
は

な
く
企
業
に
お
任
せ
し
先
方
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
尊
重
し
て
い
く
。
村
側
と

し
て
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
を
設
け
た
進
め

方
は
考
え
て
い
な
い
。

質
問　

単
身
者
向
け
の
集
合
住
宅
建
設
。

建
設
課
長　

現
在
村
で
は
、
単
身
で
の

入
居
希
望
が
非
常
に
多
い
実
情
が
あ
る
。

今
後
の
考
え
方
と
し
て
経
年
劣
化
の
激

し
い
公
営
住
宅
の
更
新
と
一
体
的
に
考

え
る
と
と
も
に
、
既
存
の
公
営
住
宅
の

条
例
改
正
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
検
討

が
必
要
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

企
業
誘
致
を
考
え
た
と
き
働
く

場
所
と
住
ま
い
は
セ
ッ
ト
で
進
め
な
く

て
村
の
発
展
に
つ
な
が
ら
な
い
。
ぜ
ひ

安
心
し
て
村
へ
住
む
き
っ
か
け
づ
く
り

と
な
る
よ
う
、
単
身
者
向
け
の
住
宅
が

用
意
で
き
る
こ
と
を
お
願
い
す
る
。

Q
松
本
山
雅
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
制

度
へ
の
登
録

A
周
辺
自
治
体
の
中
で
入
っ
て
い

な
い
か
ら
と
言
っ
て
加
入
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の
で

は
な
い

Q
当
村
の
脱
炭
素
政
策

A
計
画
は
な
い
が
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
等
へ
の
補
助
を
実
施

工
業
団
地
の
進
捗

移
住
者
へ
の
対
応

若
者
定
住
促
進
住
宅

山
やまだ

田 直
なおゆき

幸櫻
さくらい

井 新
しんいち

一
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質
問　

D
X
の
進
捗
状
況
と
検
証
な
ど

に
つ
い
て
。

村
長　

D
X
推
進
室
に
つ
い
て
は
、
就

任
後
、
部
署
の
新
設
を
提
案
し
た
が
、

同
意
を
得
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
の
で
、
現
在
の
企
画
財
政
課
内
で
対

応
し
て
い
る
。
令
和
6
年
度
の
デ
ジ
タ

ル
田
園
都
市
構
想
交
付
金
を
利
用
し
て
、

現
在
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
、
及
び
住
民
ア
プ
リ
の
構
築
に
関
す

る
事
業
を
実
施
中
で
あ
る
。

　

課
題
と
し
て
は
、
今
ま
で
業
者
任
せ

と
い
う
意
識
が
強
か
っ
た
が
、
今
回
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
・
住
民
ア
プ
リ

の
構
築
は
、
職
員
み
ず
か
ら
が
「
運
用

し
て
い
く
ん
だ
」
、
「
更
新
し
て
い
く

ん
だ
」
と
い
う
意
識
の
切
り
か
え
を
求

め
て
い
る
。

質
問　

誘
致
企
業
名
が
未
だ
に
公
表
さ

れ
な
い
が
、
企
業
名
を
出
さ
な
い
で
ほ

し
い
と
希
望
し
た
会
社
は
何
社
あ
る
の

か
。

村
長　

何
社
か
と
い
う
具
体
的
な
数
字

は
申
し
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
多

く
の
企
業
に
つ
い
て
は
「
今
の
誘
致
活

動
に
つ
い
て
は
、
企
業
名
は
伏
せ
て
も

ら
い
た
い
」
と
い
う
話
で
あ
る
。

質
問　

S
I
C
付
近
の
用
地
を
道
の
駅

な
ど
具
体
的
な
計
画
提
示
し
た
企
業
は
。

村
長　

道
の
駅
的
な
構
想
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
た
企
業
は
あ

る
。
プ
レ
ゼ
ン
後
に
、
運
営
の
詳
細
を

訊
ね
た
と
こ
ろ
、
村
が
中
心
の
第
三
セ

ク
タ
ー
で
運
営
し
、
そ
れ
に
対
し
て
そ

の
会
社
が
い
ろ
い
ろ
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

す
る
と
い
う
話
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
構

想
で
は
、
筑
北
村
で
対
応
す
る
こ
と
は
、

非
常
に
問
題
が
あ
る
と
企
業
へ
伝
え
た
。

質
問　

行
政
が
軸
と
な
り
小
中
学
校
の

児
童
、
生
徒
、
地
域
の
企
業
団
体
、
自

治
会
と
連
携
し
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

講
座
」
や
「
新
し
い
認
知
症
観
」
を
定

着
さ
せ
る
た
め
の
啓
発
資
料
の
配
布
等
、

認
知
症
に
対
す
る
知
識
、
理
解
を
深
め

る
た
め
の
取
り
組
み
は
。

住
民
福
祉
課
長　

6
年
〜
8
年
度
ま
で

の
第
9
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ

い
て
認
知
症
施
策
を
実
施
し
、
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
は
現
在
ま
で
2
6
2

名
の
方
の
受
講
を
終
了
。
村
職
員
、
消

防
団
、
民
生
児
童
委
員
等
実
施
し
た
が
、

引
き
続
き
行
っ
て
い
く
。
学
童
期
か
ら

認
知
症
の
理
解
を
深
め
る
為
教
育
委
員

会
、
小
中
学
校
と
も
協
議
を
行
い
開
催

に
向
け
検
討
す
る
。

質
問　

「
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
」
は
相
手

が
理
解
で
き
る
よ
う
届
け
る
ケ
ア
技
法

で
、
効
果
も
検
証
さ
れ
て
い
る
。
当
村

も
普
及
に
取
り
組
む
べ
き
だ
が
。

住
民
福
祉
課
長　

ケ
ア
の
実
践
は
重
要
。

今
後
介
護
事
業
者
と
連
携
し
、
介
護
職

や
介
護
を
行
っ
て
い
る
方
等
、
広
く
受

講
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
研
修
の
実
施

を
検
討
す
る
。

質
問　

「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
の
普
及
と

利
用
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
は

住
民
福
祉
課
長　

テ
レ
ビ
松
本
「
筑
北

月
間
ニ
ュ
ー
ス
」
で
の
広
報
活
動
、
9

月
の
「
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
」
で
の
掲
載
、

新
し
く
交
付
さ
れ
る
保
険
証
に
同
封
し

周
知
し
て
い
る
。

質
問　

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
取
得
率
向
上

の
た
め
の
取
り
組
み
状
況
と
課
題
は
。

住
民
福
祉
課
長　

本
年
度
に
入
り
医
療

機
関
等
の
依
頼
で
来
庁
さ
れ
る
ケ
ー
ス

自
宅
、
施
設
へ
の
訪
問
依
頼
も
増
加
。

働
く
世
代
も
含
め
幅
広
い
世
代
に
周
知

し
て
ゆ
く
。

質
問　

ス
マ
ホ
と
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
で
オ

ン
ラ
イ
ン
申
請
で
き
る
「
給
付
支
援

サ
ー
ビ
ス
」
は
。

企
画
財
政
課
長　

導
入
に
向
け
て
は
初

期
導
入
費
、
既
存
シ
ス
テ
ム
へ
の
連
携

改
修
も
必
要
。
費
用
対
効
果
、
他
自
治

体
の
動
向
を
見
て
判
断
し
て
い
く
。

工
業
団
地
構
想

マ
イ
ナ
保
険
証
の
普
及

Q
認
知
症
の
方
に
寄
り
添
っ
た
地

域
社
会
構
築
の
取
り
組
み
は

A
更
な
る
取
り
組
み
の
強
化
を

行
う

Q
D
X
の
進
捗
状
況
は

A
企
画
財
政
課
を
中
心
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
及

び
住
民
ア
プ
リ
の
構
築
を
実

施
中

一
いちのせ

之瀬 茂
しげゆき

幸 勝
かつた

田　 昇
のぼる

工場団地予定地

1．認定
件　　　　　　　　　　名 議決の結果

令和５年度 筑北村一般会計歳入歳出決算認定について 認　定
令和５年度 筑北村バス事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　定
令和５年度 筑北村国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認　定
令和５年度 筑北村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認　定
令和５年度 筑北村介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認　定
令和５年度 筑北村とくら温泉施設特別会計歳入歳出決算認定について 認　定
令和５年度 筑北村差切峡温泉施設特別会計歳入歳出決算認定について 認　定
令和５年度 筑北村冠着温泉施設特別会計歳入歳出決算認定について 認　定
令和５年度 筑北村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　定
令和５年度 筑北村集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　定
令和５年度 筑北村合併浄化槽事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　定

※いずれも全会一致

2．議案
件　　　　　　　　　　名 議決の結果

令和6年度筑北村一般会計補正予算（第3号） 可　決
令和6年度筑北村国民健康保険特別会計補正予算（第1号） 可　決
令和6年度筑北村後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号） 可　決
令和6年度筑北村介護保険特別会計補正予算（第1号） 可　決
令和6年度筑北村とくら温泉施設特別会計補正予算（第1号） 可　決
令和6年度筑北村差切峡温泉施設特別会計補正予算（第1号）令和6年度筑北村差切峡温泉施設特別会計補正予算（第1号） 可　決
令和6年度筑北村冠着温泉施設特別会計補正予算（第1号）令和6年度筑北村冠着温泉施設特別会計補正予算（第1号） 可　決
令和6年度筑北村簡易水道事業会計補正予算（第2号）令和6年度筑北村簡易水道事業会計補正予算（第2号） 可　決
令和6年度筑北村集落排水事業会計補正予算（第2号）令和6年度筑北村集落排水事業会計補正予算（第2号） 可　決
令和6年度筑北村合併浄化槽事業会計補正予算（第2号）令和6年度筑北村合併浄化槽事業会計補正予算（第2号） 可　決
筑北村公告式条例等の一部を改正する条例について筑北村公告式条例等の一部を改正する条例について 可　決
筑北村国民健康保険条例の一部を改正する条例について筑北村国民健康保険条例の一部を改正する条例について 可　決
筑北村公営住宅等管理及び整備基準に関する条例 の一部を改正する条例筑北村公営住宅等管理及び整備基準に関する条例 の一部を改正する条例 可　決
松本広域連合の消防費負担金算定基準の変更及び松本広域連合規約の変更について松本広域連合の消防費負担金算定基準の変更及び松本広域連合規約の変更について 可　決
長野県後期高齢者医療広域連合規約の変更について長野県後期高齢者医療広域連合規約の変更について 可　決

※いずれも全会一致

2．議案
件　　　　　　　　　　名 議決の結果

女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める意見書 採　択
刑事訴訟法の改正によるえん罪被害者の速やかな救済を求める意見書 採　択
政府の責任で医療・介護施設への支援を拡充しすべてのケア労働者の賃上げや人員増を求める
意見書 採　択

国民健康保険財政への国庫負担の増額を求める意見書 採　択
※採択された意見書は関係機関へ送付しました。

令和6年9月定例会審議結果
９月６日から９月13日までの日程で行われた令和６年９月定例会の議案の審議結果は、以下のとおりです。
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質
問　

D
X
の
進
捗
状
況
と
検
証
な
ど

に
つ
い
て
。

村
長　

D
X
推
進
室
に
つ
い
て
は
、
就

任
後
、
部
署
の
新
設
を
提
案
し
た
が
、

同
意
を
得
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
の
で
、
現
在
の
企
画
財
政
課
内
で
対

応
し
て
い
る
。
令
和
6
年
度
の
デ
ジ
タ

ル
田
園
都
市
構
想
交
付
金
を
利
用
し
て
、

現
在
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
、
及
び
住
民
ア
プ
リ
の
構
築
に
関
す

る
事
業
を
実
施
中
で
あ
る
。

　

課
題
と
し
て
は
、
今
ま
で
業
者
任
せ

と
い
う
意
識
が
強
か
っ
た
が
、
今
回
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
・
住
民
ア
プ
リ

の
構
築
は
、
職
員
み
ず
か
ら
が
「
運
用

し
て
い
く
ん
だ
」
、
「
更
新
し
て
い
く

ん
だ
」
と
い
う
意
識
の
切
り
か
え
を
求

め
て
い
る
。

質
問　

誘
致
企
業
名
が
未
だ
に
公
表
さ

れ
な
い
が
、
企
業
名
を
出
さ
な
い
で
ほ

し
い
と
希
望
し
た
会
社
は
何
社
あ
る
の

か
。

村
長　

何
社
か
と
い
う
具
体
的
な
数
字

は
申
し
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
多

く
の
企
業
に
つ
い
て
は
「
今
の
誘
致
活

動
に
つ
い
て
は
、
企
業
名
は
伏
せ
て
も

ら
い
た
い
」
と
い
う
話
で
あ
る
。

質
問　

S
I
C
付
近
の
用
地
を
道
の
駅

な
ど
具
体
的
な
計
画
提
示
し
た
企
業
は
。

村
長　

道
の
駅
的
な
構
想
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
た
企
業
は
あ

る
。
プ
レ
ゼ
ン
後
に
、
運
営
の
詳
細
を

訊
ね
た
と
こ
ろ
、
村
が
中
心
の
第
三
セ

ク
タ
ー
で
運
営
し
、
そ
れ
に
対
し
て
そ

の
会
社
が
い
ろ
い
ろ
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

す
る
と
い
う
話
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
構

想
で
は
、
筑
北
村
で
対
応
す
る
こ
と
は
、

非
常
に
問
題
が
あ
る
と
企
業
へ
伝
え
た
。

質
問　

行
政
が
軸
と
な
り
小
中
学
校
の

児
童
、
生
徒
、
地
域
の
企
業
団
体
、
自

治
会
と
連
携
し
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

講
座
」
や
「
新
し
い
認
知
症
観
」
を
定

着
さ
せ
る
た
め
の
啓
発
資
料
の
配
布
等
、

認
知
症
に
対
す
る
知
識
、
理
解
を
深
め

る
た
め
の
取
り
組
み
は
。

住
民
福
祉
課
長　

6
年
〜
8
年
度
ま
で

の
第
9
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ

い
て
認
知
症
施
策
を
実
施
し
、
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
は
現
在
ま
で
2
6
2

名
の
方
の
受
講
を
終
了
。
村
職
員
、
消

防
団
、
民
生
児
童
委
員
等
実
施
し
た
が
、

引
き
続
き
行
っ
て
い
く
。
学
童
期
か
ら

認
知
症
の
理
解
を
深
め
る
為
教
育
委
員

会
、
小
中
学
校
と
も
協
議
を
行
い
開
催

に
向
け
検
討
す
る
。

質
問　

「
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
」
は
相
手

が
理
解
で
き
る
よ
う
届
け
る
ケ
ア
技
法

で
、
効
果
も
検
証
さ
れ
て
い
る
。
当
村

も
普
及
に
取
り
組
む
べ
き
だ
が
。

住
民
福
祉
課
長　

ケ
ア
の
実
践
は
重
要
。

今
後
介
護
事
業
者
と
連
携
し
、
介
護
職

や
介
護
を
行
っ
て
い
る
方
等
、
広
く
受

講
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
研
修
の
実
施

を
検
討
す
る
。

質
問　

「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
の
普
及
と

利
用
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
は

住
民
福
祉
課
長　

テ
レ
ビ
松
本
「
筑
北

月
間
ニ
ュ
ー
ス
」
で
の
広
報
活
動
、
9

月
の
「
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
」
で
の
掲
載
、

新
し
く
交
付
さ
れ
る
保
険
証
に
同
封
し

周
知
し
て
い
る
。

質
問　

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
取
得
率
向
上

の
た
め
の
取
り
組
み
状
況
と
課
題
は
。

住
民
福
祉
課
長　

本
年
度
に
入
り
医
療

機
関
等
の
依
頼
で
来
庁
さ
れ
る
ケ
ー
ス

自
宅
、
施
設
へ
の
訪
問
依
頼
も
増
加
。

働
く
世
代
も
含
め
幅
広
い
世
代
に
周
知

し
て
ゆ
く
。

質
問　

ス
マ
ホ
と
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
で
オ

ン
ラ
イ
ン
申
請
で
き
る
「
給
付
支
援

サ
ー
ビ
ス
」
は
。

企
画
財
政
課
長　

導
入
に
向
け
て
は
初

期
導
入
費
、
既
存
シ
ス
テ
ム
へ
の
連
携

改
修
も
必
要
。
費
用
対
効
果
、
他
自
治

体
の
動
向
を
見
て
判
断
し
て
い
く
。

工
業
団
地
構
想

マ
イ
ナ
保
険
証
の
普
及

Q
認
知
症
の
方
に
寄
り
添
っ
た
地

域
社
会
構
築
の
取
り
組
み
は

A
更
な
る
取
り
組
み
の
強
化
を

行
う

Q
D
X
の
進
捗
状
況
は

A
企
画
財
政
課
を
中
心
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
及

び
住
民
ア
プ
リ
の
構
築
を
実

施
中

一
いちのせ

之瀬 茂
しげゆき

幸 勝
かつた

田　 昇
のぼる

工場団地予定地

1．認定
件　　　　　　　　　　名 議決の結果

令和５年度 筑北村一般会計歳入歳出決算認定について 認　定
令和５年度 筑北村バス事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　定
令和５年度 筑北村国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認　定
令和５年度 筑北村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認　定
令和５年度 筑北村介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認　定
令和５年度 筑北村とくら温泉施設特別会計歳入歳出決算認定について 認　定
令和５年度 筑北村差切峡温泉施設特別会計歳入歳出決算認定について 認　定
令和５年度 筑北村冠着温泉施設特別会計歳入歳出決算認定について 認　定
令和５年度 筑北村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　定
令和５年度 筑北村集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　定
令和５年度 筑北村合併浄化槽事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　定

※いずれも全会一致

2．議案
件　　　　　　　　　　名 議決の結果

令和6年度筑北村一般会計補正予算（第3号） 可　決
令和6年度筑北村国民健康保険特別会計補正予算（第1号） 可　決
令和6年度筑北村後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号） 可　決
令和6年度筑北村介護保険特別会計補正予算（第1号） 可　決
令和6年度筑北村とくら温泉施設特別会計補正予算（第1号） 可　決
令和6年度筑北村差切峡温泉施設特別会計補正予算（第1号）令和6年度筑北村差切峡温泉施設特別会計補正予算（第1号） 可　決
令和6年度筑北村冠着温泉施設特別会計補正予算（第1号）令和6年度筑北村冠着温泉施設特別会計補正予算（第1号） 可　決
令和6年度筑北村簡易水道事業会計補正予算（第2号）令和6年度筑北村簡易水道事業会計補正予算（第2号） 可　決
令和6年度筑北村集落排水事業会計補正予算（第2号）令和6年度筑北村集落排水事業会計補正予算（第2号） 可　決
令和6年度筑北村合併浄化槽事業会計補正予算（第2号）令和6年度筑北村合併浄化槽事業会計補正予算（第2号） 可　決
筑北村公告式条例等の一部を改正する条例について筑北村公告式条例等の一部を改正する条例について 可　決
筑北村国民健康保険条例の一部を改正する条例について筑北村国民健康保険条例の一部を改正する条例について 可　決
筑北村公営住宅等管理及び整備基準に関する条例 の一部を改正する条例筑北村公営住宅等管理及び整備基準に関する条例 の一部を改正する条例 可　決
松本広域連合の消防費負担金算定基準の変更及び松本広域連合規約の変更について松本広域連合の消防費負担金算定基準の変更及び松本広域連合規約の変更について 可　決
長野県後期高齢者医療広域連合規約の変更について長野県後期高齢者医療広域連合規約の変更について 可　決

※いずれも全会一致

2．議案
件　　　　　　　　　　名 議決の結果

女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める意見書 採　択
刑事訴訟法の改正によるえん罪被害者の速やかな救済を求める意見書 採　択
政府の責任で医療・介護施設への支援を拡充しすべてのケア労働者の賃上げや人員増を求める
意見書 採　択

国民健康保険財政への国庫負担の増額を求める意見書 採　択
※採択された意見書は関係機関へ送付しました。

令和6年9月定例会審議結果
９月６日から９月13日までの日程で行われた令和６年９月定例会の議案の審議結果は、以下のとおりです。
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